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・Mr. Jalaluddin Ismail Director

・Mr. Wan Abdul Latiff Wan Jaffar Environmental Control Officer

・Ms. Hanizah Husin Assistant Environmental Control Officer
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・ Mr. Chen Yew Seong Deputy Chairman



－ 73 －
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（１１） 在マレイシア日本大使館

・前田　徹 一等書記官

・奈須野　太 一等書記官

・長谷川　朋弘 二等書記官

（１２）日本貿易振興会マレイシア事務所
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付表１　　　　マレイシア現地調査日程

年月日 曜日 時刻 作業項目

7月5日 水 10:30 成田発MH089（渡辺、井上、鈴木）

7月6日 木 9:00 JICAマレイシア事務所で打合せ

7月6日 木 10:30 日本大使館訪問

7月6日 木 11:30 JETROクアラルンプール事務所訪問

7月7日 金 9:30 DOE(Selangor State Office)訪問

7月7日 金 11:00 SIRIM　Berhad訪問・打合せ

7月7日 金 15:00 EPUの地域経済局訪問

7月8日 土 10:30 DOE訪問

7月9日 日 12:55 成田発JL723（コンサルタント玉山、奥澤）

7月10日 月 9:30 JBICクアラルンプール駐在員事務所訪問

7月10日 月 11:00 AECCOM訪問

7月10日 月 14:00 Organo (Asia) Sdn. Bhd.訪問

7月11日 火 10:30 SIRIM　Berhad訪問・打合せ

7月11日 火 11:00 DANCEDのCPデモ工場( Kelang Sadur Letrik Quality Sdn. Bhd.)訪問

7月11日 火 14:00 DANCEDのCPデモ工場( Xie Li Dyeing Sdn. Bhd.)訪問

7月12日 水 9:30 関係機関FMM(Federation of Malaysian Manufacturers)訪問

7月12日 水 11:00 SIRIM　Berhad訪問・打合せ

7月12日 水 14:30
環境コンサルタントENSEARCH(Environmental Management and Research
Association of Malaysia)訪問

7月13日 木 14:30 SIRIMにて、S/W、M/M　調印

7月13日 木 15:30 日本大使館に報告

7月13日 木 16:30 JICAマレイシア事務所に報告

7月13日 木 9:00 Negeri Sembilan州のメッキ工場向けCPセミナー参加

7月13日 木 23:00 クアラルンプール発MH（渡辺、井上、鈴木）

7月14日 金 9:00 関係機関National Productivity Cooperation (NPC)訪問
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年月日 曜日 時刻 作業項目

7月14日 金 11:00 環境コンサルタントGreenfields Environmental Consultants訪問

7月15日 金 14:30 SMI One Stop Solution 展示会見学

7月16日 日 11:00 SMI One Stop Solution 展示会見学（CPセミナー参加）

7月17日 月 8:30 SIRIMで、JICAプロジェクトのCP導入候補工場訪問の打合せ

7月17日 月 11:30 サプライヤWatermech Engineering　Sdn. Bhd.訪問

7月17日 月 14:00 サプライヤAquakimia Sdn. Bhd.訪問

7月18日 火 10:30 サプライヤJuru Rubcoil Sdn. Bhd.訪問

7月18日 火 14:00 サプライヤCST Engineering Sdn. Bhd.訪問

7月18日 火 16:00 サプライヤELME Engineering and Trading訪問

7月19日 水 9:30 CP候補工場Aceloy Sdn. Bhd.訪問

7月19日 水 14:30 CP候補工場Landchart Sdn. Bhd.訪問

7月20日 木 10:00 CP候補工場Inter-Pacific Packaging Sdn. Bhd.訪問

7月20日 木 14:30 CP候補工場Samtex Sdn. Bhd.訪問

7月21日 金 10:00 CP候補工場Winner Food Industry Sdn. Bhd.訪問

7月21日 金 14:30 DANCEDのCPデモ工場Aluminium Anodisers (M) Sdn. Bhd.訪問

7月22日 土 9:00 Malacca River Rehabilitation Project調査

7月24日 月 10:00 DOE Libararyで関連資料入手

7月24日 月 11:00 Malaysian Knitting Manufacturers Association(MKMA, Batu Pahat)

7月25日 火 9:00 SIRIM 主催のメッキ工場のCPワークショップに参加

7月25日 火 9:00 MKMA およびニット染色工場3社 訪問(Batu Pahat)

7月25日 火 15:00 マラッカ州上下水道部訪問

7月26日 水 10:00 関係機関US-AEP訪問

7月26日 水 9:30 環境コンサルタントPerunding Good Earth Sdn. Bhd.訪問

7月26日 水 11:30
環境コンサルタントMr. Albert Heng (Environmental Chairman, SMI of
Malaysia)と打合せ

7月27日 木 10:00 DOE (Negeri Sembilan 支所)訪問

7月28日 金 15:00 SIRIM訪問（現地調査結果報告と討論）

7月28日 金 23:00 クアラルンプール発JL724（コンサルタント玉山、奥澤）

7月29日 土 6:30 成田着
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） JICAプロジェクト候補検討工場１　亜鉛メッキ工場

機関名 Aceloy Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. Leong Siew Chor ( Director )

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Lim （SIRIM)

日時 2000年7月19日（水）　10時～11時

住所 Bukit Kemuning Electroplating Park, Shah Alam

電話・ファックス 電話　　603-5229355  ファックス　　603-5229353

場所 同社メッキ工場。

目的 工場の操業状況とJICAプロジェクトでのCP導入可能性予備診断

企業概要 ・メッキ工場団地（Electroplating Industrial Park)内で数年前にスタート。

・新設の生産ラインを４基。亜鉛、亜鉛（非CN）、錫、亜鉛-コバルト。このうち、亜
鉛のみが稼動、９月に4基が本格稼動予定。従業員約15名。

・工業団地には３２ユニットを予定しているが、まだ8ユニットのみ。日系のメーカーも
1社あり。

・排水は、工業団地の規制で、酸、アルカリ、クロム、シアンを別の配管で繋ぎ、集中
処理プラントへ。処理コストはトン当りRM４。

コメント
・CPへのニーズー新設のラインであり、未操業の部分が多く,社長もライン完成と本格操
業に注力しているので、CPニーズは弱いと考えられた。CPの候補としては疑問。

備考 ○メッキ工業団地集中排水処理場

・処理担当技師―Mr. NG Kim Hoe

・同工業団地では、メッキ排水をクロム、シアン、酸、アルカリの4種に分けて集中処理
施設で処理。沈殿槽、中和、凝集沈殿、乾燥処理後スラッジはKA社に委託し基本は焼却
処理。なお、プラントはドイツ製。

・まだ、工場数が少なく、処理能力は過剰気味。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） JICAプロジェクト候補検討工場２　ニッケルメッキ工場

機関名 Landchart Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Ms. Esther Lee (managing director)

住所
No.1, Jalan Selat Selatan Persiaran Selat Selatan Pandamaran, 42000
Pelabuhan Klang

電話・ファックス 電話　603-3662561  　　ファックス　　603-3662557

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Lim （SIRIM)

日時 2000年7月19日（水）　14時～16時

場所 同社工場事務所にて。

目的 工場の操業状況とJICAプロジェクトでのCP導入可能性予備診断

企業概要 ・メッキ処理製品の対象は種々あるが、ニッケルメッキが主力。

・納入先は日系の現地進出･合弁メーカーが主。電子部品、電機製品､自動車､パソコン､
ファクス等のメッキ部材を供給。

・各種亜鉛、ニッケル、銅、錫、銀,金等の各種金属メッキ処理。特にニッケルメッキが
主体。

面談内容
・シンガポール大学で化学を専攻し、東洋電化アルミなどのさまざまな会社に勤め、マ
レーシアのBenson MetalPlating社でニッケルメッキに従事。その後、メッキ職を求
め東南アジアをさまよったが、数年前に3人でスタート。

・経営者である女性社長が明るく、積極的で、環境保全にも関心が高い。しかし、さま
ざまな経営業務をこなすので、環境関係に時間を取れない。

・排水の分析は、経営者自らラボで自分でチェック。

・ 用水―地下水を汲み上げ利用しているが、量の確保が難しく、毎日巨大なタンクに貯
留して利用。用水量は,時間当り8トン。

・排水規制―Bランク規制地域。

・ニッケルメッキでは、処理水を8回循環して再利用しているが、それでも排水中にニ
ニッケル分が流出している。排水規制面だけでなく,有価物回収からも排水中からニッケ
ル回収が課題。

・CPのテーマとしては、排水からのニッケル回収が課題。もうひとつは水の再利用。工
業用水は、海から５ｋｍしか離れていないので、塩分が多い。

・ワーカーはインド系かインドネシア系で、電子部品のボルトナットを手作業でまとめ
ていた。

・プリンターの金属棒の部分は、日系のセットメーカーからプライスダウンを要求さ
れ、利幅が薄く厳しい条件にある。価格は30セント/kgと安く抑えられている。

コメント
・日本で、電気製品を簡単に捨ててしまうのは、このような厳しい状況で部品が生産さ
れていることを思うと反省させられる。

・JICAのCP導入候補工場としては、経営者の姿勢、環境問題の顕在と解決への要望が
あり格好の対象工場であろう。デモでも、経営者の明るい性格がPR効果を高める感じが
した。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） CP導入候補検討工場－3

機関名 Inter-Pacific Packaging Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. K. C. Lee (Quality Manager )

Mr. Chow Wing Leon (Q. A. Manager )

住所 Lot 897,984 & 985, 13th Mile, Jing Kelang, 47100 Puchong Selangor

電話・ファックス 電話　603-5711301　　　ファックス　603-5711000

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Mr. Lu (SIRIM)

日時 2000年7月26日（水）　10時～13時

場所 ENSEARCH　事務所にて

目的 工場の操業状況とJICAプロジェクトでのCP導入可能性予備診断

内容

・CorrugatedPackaging（日本でいうダンボール製造）工場。ダンボール用のロール
紙を購入し、紙、プラスティックの包装（cartonsand boxes）を手がける。MAGNI-
TECH INDUSTRIESBERHAD（持株会社）の子会社*で、1989年設立され、マレーシア
国内でもトップクラス。日本のレ

* 同グループの他の2社はPlasticsPackaging(Penang) PrintingPackaging(Penang) で、ペナンに工
場がある。

・従業員220名、年商RM55,000,000。業界では5～10位に入る。業界は70社程度。ダ
ンボール製造は、磯和機械製。生産性向上やTQCに積極的に取り組んでいる。工場の入
り口に「Safety First」の垂れ幕あり。1994年にSIRIMIからISO9002を取得。
ISO14000取得も計画中。

・ダンボール箱の納入先は、電機製品（ラジカセなど）で、JVC、松下電器産業、米国
CRAIG社など。

・清涼飲料、食品では、Heineken Beer 、Dunhill社など。

・ダンボール箱表面の印刷も行っている。サカタINXやDIC（大日本インキ）のインク材
料を使用。日本では、色の混合の技術が進んでいるので、２２色以下のインクですむが,
マレーシアではサカタINXの仕様でが、300種以上のインクを用意し,顧客の色指定の注
文に対応している。

・排水処理―印刷インクには染料,顔料,有機溶剤,アミンなどの化学成分が含まれ、これ
らを含む排水が出る(日量10～20トン）。地域の排水規制はBランクで,放流水のCODは
100ppm前後。排水は専門の分析担当がCODレベルをチェックしている

・スラッジ処理―沈殿、ろ過、プレス乾燥した後、スラッジ（ケーキ状）はドラム缶に
て有害廃棄物として、Kualiti Alam社に引き取ってもらい、焼却処理される。処理費
用は、トン当りRM3000。

・固形廃棄物―ダンボール紙製造工程で発生する断片やダンボールくずはまとめて、再
利用業者に渡し、ダンボール用紙として3回再利用。4回目は新聞紙等に再利用。発生量
はかなり多い。

・ダンボールくずによるダストが工場内を覆い、吸引しているが、工場内の労働衛生上
問題がある。ダストを捕集し、フィルターで処理する方法が必要。

・CPとの関係―規模が大きいので、CP導入の効果は小さい可能性があるが、TQCに熱心
であり、ISO14000も取得の姿勢もあるので、CP導入が契機になり、TQC、生産性など
の向上に貢献できる可能性がある。

コメント
・ダストの工場内汚染は、環境保全を議論する以前の従業員の健康安全性確保の問題で
ある。担当者も認識し、防止方法・装置の導入に関心を持っていたので、同社自身で対
応する可能性あり。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） CP導入候補検討工場－４  染色工場

機関名 Samtex Industries Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. Yong Yan Sam (Director)

Ms. Angie Tay Gaik Chua

住所 32, Jalan 223, Sec. 51A, 46100 Petaling Jaya, Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　03-7548178　　ファックス　　03-7556206

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Mr. Lu (SIRIM)

日時 2000年7月20日（木）　1４時半～16時

場所 同社事務所にて

目的 工場の操業状況とJICAプロジェクトでのCP導入可能性予備診断

企業概要
・木綿、ポリエステルの染色工場。Xie L iDyeing Sdn. Bhd.染色工場で、DANCEDプロ
ジェクトを担当していたが、その後社長と意見を異にして独立した模様。

面談内容 ・社長室には、DANCEDの表彰式の写真が飾ってあった。

・隣接するニット製造会社から染色部分を買い取って新会社を設立した。現在、開業直
後で、事業の正常軌道にのせることが第一。工場も狭く、設備スペースも余裕がなく、
CP設備を導入する場所もない。社長自身はCPの意義は認めるもののスチームもれ、排水
溝工事、配管保護など

備考
・繊維の候補工場としてジョホール州Batu Pahat のニット製造工業会長を紹介して
くれた。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） CP導入候補検討工場－５　食品工場

機関名 Winner Food Industries Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr.　NG　Hock　Kim　(Director）

Mr.　NG　Hock　Leng　(Director）

住所 Lot P.T. 2762, Kg. Bahru Sungai Buloh, 47000 Selangor D. E.

電話・ファックス 電話　03-6563631    ファックス　03-6566327

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Mr. Lu (SIRIM)

日時 2000年7月21日（金）　10時～13時

場所 同社工場・事務所にて

目的 工場の操業状況とJICAプロジェクトでのCP導入可能性予備診断

面談内容 ･10年前設立し、4年前にこの工業団地に工場設立。生産量は業界1位。

・同業者は数社。競争が激しい。経営陣は、若い経営者で活気があった。

・製品は、生麺類で。黄色のもの『小麦原料』と白色(米原料)のもがある

・従業員は約40名。毎日生麺をディーラーを通してスーパーマーケットなどで販売して
いる。

・生産量は、黄色麺18トン/日、白色麺4トン/日。

･環境面の問題点

ア）黄色麺の冷却用には、地下水を利用。70トン・日。環境規制がないので、そのまま
垂れ流し。いずれ規制ができれば排水処理が必要。→水の再利用、有機排水処理施設。

イ）あるいは、地下水をROなどで硬度を下げる方法も考えられる。しかし、白色麺に
は、水も原料にまぜるため、地下水では硬度(カルシウムの影響か？)が大きいため、問
題があり、有料の市水を使用。

･問題は、環境面よりも食品の衛生面の品質保証。賞味期限の表示なし、重量は人手で１
０％の触れあり。

・また、日本の農林水産省の食品表示に相当するものはないようである。

・生麺類の工業会はなく、菓子、等を含めた(MaleysianBakery,Confictionery&
Mee Merchants Association )があり、全国70社が参加。

コメント

・設備も新しくおおむね良好な工場である。ボイラー燃料は木屑で、排煙も悪くない。
製造工程からの排水はない。冷却水の汚れはない。気になったのは、自動包装された麺
パックが、コンベヤーの末端から何の区別も、仕切りもされていない床に落下し、それ
をしゃがみ込んだ作業

・CP導入による生産工程改善や環境配慮には、あまり積極的でなく、現状で十分という
意識が感じられた。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） CP導入候補検討工場－６

機関名 Malaysian Knitting Manufacturers Association (MKMA)

氏名（役職等） Mr. Kang Chin Lon, President

( Malaysian Knitting Manufacturers Association (MKMA) )
Ms. Rebecca Chiang, Executive Secretary, MKMA

住所 6A & 6B, Jalan Hijau, Taman Bukit Pasir, 83000 Batu Pahat, Johor

電話・ファックス

当方担当者 コンサルタント（玉山）

日時 7月2４日（月）　18時～21時

場所 　Hotel Katerina, Batu Pahat

目的 マレイシアの繊維（ニット）産業及びニット染色業全体像の把握

面談内容
・MKMAの組織率は70％程度である。染色･仕上げ業は50社程度で、そのうち30社が加
入している。

・大規模な繊維工業の工場は、ペナンなど半島北部にある。

・Batu Pahatに繊維工業が集中したのは、用水として比較的清浄な河川水が利用できた
からであろう。

・現在も河川水を取水している。廃水処理はしているが、河川が汚濁されて残念に思っ
ている。自社では、河川水のBOD、CODは測定していない。

・上水の価格は、半島マレイシアでは当地が一番高い。１立方メートルあたり、RM1.6
である。クアラルンプールではRM1.2、ペナンではRM0.7Rである。

・Batu Pahatの上水は、約３０％がリークしている。これが高値の一因である。

・JICAのコンサルタントが、CP関連問題で当地の繊維産業を訪ねてくれてうれしい。
当地には、シャープ、富士通,、ミツミなど日系の電気･電子関係のメーカーが多く、日
本にはなじみが深い。

・染色産業が直面している問題は、染色排水の濁りである。

・管内15工場の排水の集中排水処理設備設置について、日本から援助してもらえないだ
ろうか。排水量は、1時間あたりおよそ1500トンである。

・15工場は、Tongkang Pechah地区に7工場、SeriGading地区に5工場とまとまって
いる。両地区は10kmほど離れていて、残り3工場はほぼ中間にある。

コメント
・Batu Pahat川の汚染状態は、マラッカ州のMalacca川ほどはひどくない。まだ浄化
可能な状況にある。

・河口近辺より上流25kmまで本流及び支流流域を時間があったので巡検した。

・地図には多数の細い河川が印刷されている。これらはパーム園の灌漑用に造られたよ
うに見けられる。この地方では、モンスーンディッチと呼んでいる。

・†町全体を含めた排水浄化事業は、別のプロジェクトで対応すると良いのではないか。
DANCEDのMalacca River Rehabilitation Projectのような広域事業が考えられる



－ 83 －

CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） CP導入候補検討工場－7　繊維工場

機関名 　ニット染色工場（Johor州 Batu Pahaｔ）

氏名（役職等）
Mr. Kang Chin Lon (Managing Director, SYKT. PERUSAHAAN FINETEX SDN.
BHD.), (President, Malaysian Knitting Manufacturers Association (MKMA)

Ms. Rebecca Chiang, Executive Secretary, MKMA

Mr. Chai Chon Youn, Director, SYKT.

Mr. Liew Mee Yow Cheen, Executive Director, YONG TAI BHD.

Mr. C. C. Tay, Managing Director, KAH HWA INDUSTRIES SDN. BHD.

Mr. Lee Yuw Chong, Director, ibid.

  ・他4名

住所

電話・ファックス

当方担当者 コンサルタント（玉山）

日時 7月25日（火）　10時～12時

場所 Batu Pahat 染色工場3社等

目的 ニット染色工場の環境改善ニーズ、CP導入への要望把握

面談内容
・ 業界が共通に抱える問題として、近いうちに予定されている排水の色相基準規制導入
に対して、その適切な対応策に苦慮している。

・色相基準は、HAZE UNITでスタンダード Aおよび B地域で それぞれ10および50であ
る。

・この他，新たに導入される９項目の規制値は，以下のとおりである。
項目　　　　　　　単位　　　　　　Standard A         Standard B
Ammonia Nitrogen    mg/l      　　　　　  5.0                 5.0
Sulfate                     mg/l      　　　　 100                 500
Chloride                   mg/l     　　　　  400                 600
Detergent, anionic    mg/l      　　　　     5.0                 10.0
Fluoride                    mg/l     　　　　　　2.0                   5.0
Nitrate, Nitrogen      mg/l      　　　　　20.0                 20.0
PCB                          mg/l       　　　　　  0.04                 0.3
Selenium                  mg/l     　　　　　　 0.01                 0.5
Silver                       mg/l     　　　　　　 0.1                   0.1

・逆に、業界の強い要望により、COD値は若干緩和されたようである。スタンダード A
地域 では、50から80mg/lに、B地域では、100から200mg/lになった。

・協会長としては工業会全体の広域対応策を考慮するのは当然のことと考えている。

備考
・ JICAのCPプロジェクトは、排水処理は原則として対象として考慮していないが、無
視できないので、先方の要望により質問票を作成した。もし、この質問票に沿ったデー
タが入手できれば、町全体の排水処理対象、必要処理レベルや規模が判明する。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） DANCEDプロジェクトでのCP導入工場－１

機関名 Kilang Sadur Letrik QUALITY Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. Choong　Kok　Seng　（Directoｒ）

Ms.　Patricia Fam C. F. (Production Manager)

住所
Solok Teluk Batu 1, Off Batu 4 1/2 Jalan Kebun, Taman A M J Industrial
Park, Kampong Jawa, Seksyen 33, 41000 Shah Alam, Selangor Darul Ehsa

電話・ファックス 電話　03-5161-3328　　　ファックス　03-5161-3990

当方担当者 渡辺、井上、鈴木、コンサルタント（玉山、奥澤）、Mr. Lu

日時 2000年7月11日（火）　11時～12時

場所 ENSEARCH　事務所にて

目的 DANCEDプロジェクトでのCP導入の効果と問題点等を把握

企業概要 ・主要製品―ボルト、ナットなどの亜鉛メッキで亜鉛メッキでは業界2位。

・ユーザーは、富士通などの電子機器メーカー。ディーラーを通して納入。プライス低
減への要求が厳しい。別に、富士通工場内にてクロムメッキのプラントを稼動。

・生産工程でのＣＰ導入対象

（１）亜鉛、クロムの逆洗プロセス

（２）亜鉛、クロムの逆洗浴にイオン交換装置を設置

・DANCEDのCP導入で期待される効果―「向流洗浄方式＋イオン交換樹脂システム」
で、用水、水処理、スラッジ処理、人件費等のコスト削減RM170,000。製品の品質向
上。

・DANCEDプロジェクトで最も成果があったと評価されているケースで、SIRIMのワー
クショップや報告で再三紹介されている。

面談内容
・Mr. Choong 社長によれば、CP導入で見学者への対応、競合他社への営業・製品情
報の転出などマイナス面も多いが、プロセス自動化で人員削減、地域・業界での企業・
製品の評価向上などがメリット面である。社長は満足しているように感じられた。

備考
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） DANCEDプロジェクトでのCP導入工場－２

機関名 Xie Li Dyeing Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. Goh Chin Hwa

   Mr. Lam Pang Tine ( Sales Engineer,Aquakimia Sdn. Bhd.)が同席。

住所
Level 19( Level 5) Rawang Integrated Industrial Park, 48000 Rawang,
Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス  電話　6921878/6928878        ファックス  6923878

当方担当者 渡辺、井上、鈴木、コンサルタント（玉山、奥澤）、Mr. Lu（SIRIM)

日時 2000年7月11日（水）　14時～16時

場所 Xie Li Dyeing  社の工場・オフィス。

目的 DANCEDプロジェクトでのCP導入の効果と問題点等を把握

企業概要
・木綿、ポリエステルの染色（単色）。染色工場としては、規模はトップクラス。社員
約70人。17年前に創業し、7年前に5階建ての社屋（工場隣接）を建設。

・Xie Li Dyeing Sdn Bhd 社 は、Wayax(M) Sdn. Bhd.グループの1社である。

面談内容

・ＣＰ導入効果―染色プロセスで発生する蒸気と高温の排水から廃熱・エネルギー回収
のため、熱交換機を導入（RM400,000）。燃料費が年間RM150,000削減されるので、
3年で投資回収でき、コスト削減が実現。加えて、染色処理水は従来７０゜C以上で地下
のタンクに滞留させ、その

・ＣＰ導入と同時期に自社費用でデンマークメーカー製のボイラーを購入。

コメント
・排水処理規制はB地域で周辺からの苦情もなさそうだが、高温水による蒸気発生がみら
れなくなったのは周辺からの工場のイメージもよくなっている可能性あり。経営者も満
足している様子だった。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） DANCEDプロジェクトでのCP導入工場－３

機関名 Aluminium Anodisers (M) Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. Norman Chew Hock Kai ( Executive Director )

住所
No.1，Jalan　6／1，Lot3472，Kawasan Seri Kembangan，43300 Selangor
Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　03-86421977    　　　ファックス　　03-89421970

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）

日時 2000年7月26日（水）　10時～13時

場所 同社工場・オフィスにて

目的 DANCEDプロジェクトでのCP導入の効果と問題点等を把握

企業概要
･約40人の社員、インゴットからさまざまなアルミニウム製品を成型で製造。インゴッ
トは国内およびオーストラリアから輸入。

・Total Technologies Holdings Sdn.Bhd.の子会社。同グループにはTT
Engineering Companyがある。

・主な顧客は、冷蔵庫は、シャープなどの日系メーカー、半導体用のアルミ半製品は日
立､NEC，米国MOTOROLAなど。

面談内容
・作業員はバングラデッシュからの出稼ぎが多く、マレー系の作業員は日ごとに、より
高く、働きやすい職場を求めて、移動する。マレイシアでも当工場のような３K職場は敬
遠される傾向にあるという。

・DANCEDで導入された装置は、クレーンがぶつかり配管の一部が破壊されたため、2回
修理したが、いまは景気低迷で操業状況がわるいので、放置してある。

・DANCEDのCP導入で期待される効果ー洗浄水の再利用システムで、用水、水処理、ス
ラッジ処理のコスト削減RM104,000。

コメント
・見学者は、立地的に不便な（クアラルンプール市内から1時間以上）点もありあまりな
い。経営者は、CP導入の効果をあまり評価していないように感じられた。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地サプライヤ－1

機関名 Organo （Asia） Sdn. Bhd.

氏名（役職等） 中村　聖和　（Director）

廣川　昭彦　(System Planning Manager)

住所
Lot 49, Jalan Bagan Terap 26/11, Seksyen 26, Kawasan Perindustrian
HICOM, 40000 Shah Alam, Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　603-5116666         ファックス　　 603-5116707

当方担当者 渡辺、井上、鈴木、コンサルタント（玉山、奥澤）、Mr. Lu（SIRIM)

日時 2000年7月11日（月）　14時～16時

場所 同社事務所にて

目的 現地サプライヤのCP機材調達可能性把握

企業概要
・日本の水処理メーカー（用水、純水製造装置メーカー）オルガノの現地子会社。1986
年に設立され、マレイシアに2ヶ所（Penang, Kulim )とシンガポールの支所がある。

・マレイシアでの実績は、1981年以来、用水処理では電機・電子メーカーの電子部品・
半導体製造工程向けの純水装置、再利用出20年間で80件近く、排水処理では、電機・電
子、メッキ、化学、塗料などの工場排水で約70件および下水処理が数件ある。

・日本の水処理メーカー現地法人は、ドリコ、富士化水（Johor)、栗田工業（シンガ
ポール、薬品のみ）などがある。マレイシアの水処理メーカーの事業は、下水や上水処
理が中心である。

・同社の業務は、詳細設計や据付工事なども手がけるが機材調達が半分以上を占める。

面談内容
・JICAのCP案件について、説明したところ、機材調達費用が1000万円規模では、不十
分で、魅力に乏しく、導入分野も限定されるとのコメントがあり、数千万円～億円規模
が最低必要という感触を得た。

・たとえば、スタンダードA地域で、排水処理に蒸発器(evaporator)をとりつけるだけ
で、3000万円程度かかる。

・工程内で水を再利用できる装置・システムとしては、逆浸透装置（RO）とイオン交換
樹脂の組み合わせがある。用水処理で界面活性剤や薬品使用の場合は、ROでこれらの成
分を除去する方法がある。

・半導体工場では、水道水をROとイオン交換樹脂で処理し、超純水を製造するが、排除
水(rejected water)は、トイレや食堂の洗浄用などに利用している。

・マレイシアでは、大気汚染の規制はゆるいが、水質関係の規制は厳しい。1974年の
Environmental Quality Act 1974(環境質法1974 )制定時に、欧州の厳しい規制基準
を導入し、その後基本的な点は改定されていない。

・たとえば、COD値は、COD(Cｒ）を対象にしており、これは日本で採用されている
COD(Mｎ）の３～5倍なので、それだけ厳しいことになる。

・メッキ工場では、ホウ素の排水規制が４ｐｐｍとなっており、ホウ素吸着性樹脂を使
うか、大希釈しないと対応できない。重金属の排水基準も厳しい（数ｐｐｍ）ので、金
属捕集材剤を使用しなと除去できない。また、有機酸や錯体を使うので、BODは低いが
COD(Cｒ）は高い。



－ 88 －

・ダムからの用水利用でも利根川水系の用水基準は200ｐｐｍなのに、マレイシアは
130ｐｐｍである。

・今後予定されている規制では、硝酸態窒素、アンモニア態窒素、塩素、硫酸塩、色相
などがある。

・今年10月に、"WATER 2000"という東南アジア最大規模の水処理展示会がDOE主催で
開催される予定である。

・排水処理では、処理水量と除去対象が問題である。金属加工・メッキは、重金属、食
品・繊維・製紙はBOD、CODが主要な対象である。中小企業の工場では、水量が少ない
ため割高につく傾向がある。繊維では染色排水の処理（色）の除去が難しい。また、現
地の中小企業は自社の排

備考
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地サプライヤ－2

機関名 Aquakimia　Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. B. P. Chow (Managing Director)

Ms．Lisa Yow (Project Manager)

Mr. Lim Pang Tine (Sales Engineer)

吉田悌彦（日阪製作所　熱交換部営業課海外グループ、熱交換機担当チーフ）

住所 Lot 803, Jalan Subang 5, Taman Perindustrian Subang, 47500 Subang Jay
Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　　603-7332688          ファックス　 603-7365948

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Aishah (ICN)

日時 2000年7月17日（月）　14時～16時

場所 同事務所にて

目的 現地サプライヤのCP機材調達可能性把握

面談内容
・DANCED のXi L i 社染色工場に熱交換機を導入した。デモ案件で各企業は関心を
示し、ニーズが確実にあったが、98年の経済危機でSMIが初期投資を避けるようにな
り、実現しなかった。

・ これまでには、熱交換機は、パーム油製造工場などを中心に販売してきた。

・同社は、熱交換機以外に、工場向け水処理装置･システム、化学薬品を手がけている。
ただし、都市下水分野は手がけない方針である。

・CPに関心のあるSMI―食品、繊維、紙、金属加工の中小企業を紹介するとのことで
あったが、今回の現地調査ではスケジュールの調整がつかなかった。

・ SIRIM担当者と異なり、CP導入に関心のあるSMI企業への訪問はどの工場でも特別問
題なしとの見解を有していた。

備考
・JICAのプロジェクトには、積極的に協力する意向であり、熱交換機や水処理関係でも
その調達能力はある。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地サプライヤ－3

機関名 CST　Engineering　Sdn．Bhd.

氏名（役職等） Mr．Ir．Jeff　Ong　（EngineeringManager)

Ms．JulieTan　（Administration　Manager)

住所
No．6, Jalan Pendidik U 1/31, Hicom Glenmaarie Industrial Park, 40000
Shah Alam, Selangor

電話・ファックス 電話　603-5195514   　　 ファックス    603-5195529

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Aishah

日時 2000年7月18日（火）　14時～16時

場所 同事務所にて

目的 現地環境サプライヤのCP機材調達可能性把握

企業概要 ・デンマークの会社が90％出資のサプライヤ。社長（Lars Hjorth）は、現在休暇中。

・本社は香港（CST Engineering Ltd.）で90年以上も工業排水,生活排水処理システ
ムビジネスを展開。アジアでは,香港,中国,マレーシアなど。

・ マレーシアでは、用排水処理システムと膜技術利用の事業を展開。顧客は食品工場
（養鶏,乳製品など*）、繊維･染色工場**、その他***である。（CST社の会社概要
1998現在、参照）

* Sinmah Food IndustriesSdn. Bhd.(Melaka),SDF Scan Dary & Food Sdn.
Bhd.(Johor Bahru ),EAC Kims(Malaysia)Sdn.Bhd.(Shah Alam),TD Poultry
Sdn.Bhd.(Terengganu)

** Penang Batik(Penang)

* * *Henkel OleochemicalsSdn. Bhd.,Danisco Ingredients(M)Sdn. Bhd.,Acid
Chem International Sdn. Bhd. Phillip Moris (M) Sdn. Bhd.

・用排水、膜技術の実績、実力ではマレーシアでもトップクラスと想定される。

・DANCED案件でのCP導導入―ペナンのBATIK染色工場に1998年3月にRO装置とを納
入（規模は、40トン/日）。

面談内容
・DANCEDのマラッカ川河川修復プロジェクトでも養鶏場の廃棄物の嫌気性発酵でメタ
ンガス燃料として利用、家畜排水処理も行っている（SinmahFood IndustriesSdn.
Bhd.(Melaka)）。*

* マラッカ川は,小河川で集水域も小さく、河川は小川程度の流量しかない。生活,養鶏
場排水で汚染されている。これをDANCEDがUrban Projectの一環として1995～97年
まで実施。

・JICAのCPプロジェクトには、サプライアとして協力することに同意し、本格調査団
の訪問も受諾。

コメント ・DANCEDとの関係が極めて強いが、CPのサプライアとしては実績,実力1位であろう。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地サプライヤ－3

機関名 CST　Engineering　Sdn．Bhd.

氏名（役職等） Mr．Ir．Jeff　Ong　（EngineeringManager)

Ms．JulieTan　（Administration　Manager)

住所
No．6, Jalan Pendidik U 1/31, Hicom Glenmaarie Industrial Park, 40000
Shah Alam, Selangor

電話・ファックス 電話　603-5195514   　　 ファックス    603-5195529

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Aishah

日時 2000年7月18日（火）　14時～16時

場所 同事務所にて

目的 現地環境サプライヤのCP機材調達可能性把握

企業概要 ・デンマークの会社が90％出資のサプライヤ。社長（Lars Hjorth）は、現在休暇中。

・本社は香港（CST Engineering Ltd.）で90年以上も工業排水,生活排水処理システ
ムビジネスを展開。アジアでは,香港,中国,マレーシアなど。

・ マレーシアでは、用排水処理システムと膜技術利用の事業を展開。顧客は食品工場
（養鶏,乳製品など*）、繊維･染色工場**、その他***である。（CST社の会社概要
1998現在、参照）

* Sinmah Food IndustriesSdn. Bhd.(Melaka),SDF Scan Dary & Food Sdn.
Bhd.(Johor Bahru ),EAC Kims(Malaysia)Sdn.Bhd.(Shah Alam),TD Poultry
Sdn.Bhd.(Terengganu)

** Penang Batik(Penang)

* * *Henkel OleochemicalsSdn. Bhd.,Danisco Ingredients(M)Sdn. Bhd.,Acid
Chem International Sdn. Bhd. Phillip Moris (M) Sdn. Bhd.

・用排水、膜技術の実績、実力ではマレーシアでもトップクラスと想定される。

・DANCED案件でのCP導導入―ペナンのBATIK染色工場に1998年3月にRO装置とを納
入（規模は、40トン/日）。

面談内容
・DANCEDのマラッカ川河川修復プロジェクトでも養鶏場の廃棄物の嫌気性発酵でメタ
ンガス燃料として利用、家畜排水処理も行っている（SinmahFood IndustriesSdn.
Bhd.(Melaka)）。*

* マラッカ川は,小河川で集水域も小さく、河川は小川程度の流量しかない。生活,養鶏
場排水で汚染されている。これをDANCEDがUrban Projectの一環として1995～97年
まで実施。

・JICAのCPプロジェクトには、サプライアとして協力することに同意し、本格調査団
の訪問も受諾。

コメント ・DANCEDとの関係が極めて強いが、CPのサプライアとしては実績,実力1位であろう。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地サプライヤ－4

機関名 ELME Engineering and Trading (芸美工程貿易公司）

氏名（役職等） Mr. Wee Toon Tong　(director)

住所 20A Jalan SS2/72, 47300 Petaling Jaya, Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　603-7727-7588      ファックス　　603-7727-7596

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Aishah

日時 2000年7月18日（火）　16時～17時

場所 同社事務所にて

目的 現地環境サプライヤのCP機材調達可能性把握

面談内容 ・工場団地の倉庫を、社屋兼工場にしている模様。従業員も数人程度。

・DANCEDプロジェクトで、ジュース製造工場(In' Joy Marketing(M) Sdn. Bhd.)に熱
交換器などのシステムを納入。

・ただし、納入後、デモンストレーションの支援にかなりの時間をとられた点が問題で
ある。

コメント

・従業員は少なくても、Wee社長は食品工業での工程改善などの経験が豊富で機材調
達、設計能力や協力ネットワークを保有している模様で、大変器用な人物に思われた。
例えば、候補検討工場であるWinnerFood Industry社の生産工程や衛生管理改善用に
CP導入が採用されるならば、



－ 93 －

CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地サプライヤ－5

機関名 Juru Rubcoil Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. Hoo Kong Meng ( Managing Director )

住所
No. 52 & 54,Jln. Batai Laut 4, Kaw. 16, Taman Intan , 41300 Klang, Selan
Darul Ehsan

電話・ファックス  電話　 03-3422750/1   　　ファックス   03-3433817

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Mr. Lu（SIRIM)

日時 2000年7月18日（火 ）　10時半～12時

場所 同事務所

目的 現地環境装置サプライヤのCP機材調達可能性把握

面談内容
･以前にパーム油製造工場や生ゴム製造工場で生産に従事していた。これらの工場向け
にプロセスや公害防止装置のサプライアとして事業をはじめた。

・生ゴムの製造プラントの悪臭公害は問題である。同事務所付近でも独特の悪臭がただ
よっていた。

・機材供給のみで生産は行っていない。世界中から必要な機材を入手できるネットワー
クを有しているようである。

・DANCEDプロジェクトでは、2工場（亜鉛メッキ工場およびアルミニウム加工工場）
に、向流洗浄システムとイオン交換樹脂などを納入。

・上記２社の機材調達は、当時他の仕事がなかったので価格を下げて出血ぎりぎりで受
注に成功したようである。

・JICAプロジェクトには関心があり、サプライヤとして、対応可能である。

・JuruRubcoil社によれば、DANCEDプロジェクト２社の機材調達を担当したが、当時
他の仕事がなかったので価格を下げて出血ぎりぎりで受注に成功したようである。

備考
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地サプライヤ－６

機関名 Watermech Engineering Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. Goh Eng Huat (managing director)

住所
No.11 Jalan TSB 8, Taman Industri Sg. Buloh, 47000 Sg. Buloh, Selangor
Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　　603-6571688      ファックス　  603-6571633

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Aishah　（ICN)

日時 2000年7月17日（月）　11時～12時

場所 同社事務所にて

目的 現地環境サプライヤのCP機材調達可能性把握

企業概要
・同社は、コントラクターで排水処理（フィルター、ポンプなど水処理装置）メーカー
と飲料用水のディスポーザブルフィルターメーカー。

・AECCOM会員企業で、同協会訪問の際に会合に出席していた。水処理装置コントラク
ターの代表例として訪問した。

面談内容 ・コンサルティング分野には参入せず、装置メーカーに特化したい。

・JICAの CP導入でも、装置分野ニーズがあれば対応する。

備考
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地環境コンサルタント―１

機関名
AECCOM （Association of Environmental Consultants and Contractors of
Malaysia)

氏名（役職等） Mr. Chen  Yen Seong( Deputy Chairman)

Mr. David Yap ( Honorary Secretary)
Mr. A. K. Woo (Master Jaya Engineering Sdn Bhd, Managing Director)

Mr. Goh Eng Huat ( Watermech Engineering Sdn. Bhd.，Managing　Director）

Mr.Yeo Ing King ( Chemical Laboratory (M) Sdn Bhd, Director )

住所
P.O. Box 8125, Kelana Jaya, Selangor darul Ehsan   及び 12-A, Jalan PJS
10/32 Bandar Sri Subang 46000 Petaling Jaya Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス  電話　603-7313340       ファックス　 603-7358460

当方担当者 渡辺、井上、鈴木、コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Lim（SIRIM)

日時 2000年7月12日（水）　14時～16時

場所 　AECCOM事務所にて

目的 現地環境コンサルタントの活動状況とJICAプロジェクトへの協力可能性打診

組織概要
・AECCOMは、1994年に環境分野のコンサルタントと公害防止装置のコントラクター
(サプライヤに相当）がメンバーとなる協会として設立された。現在1000人以上の会員
がいる（約40名の会員リストを入手）。ほとんどが、コントラクターである。

面談内容
・活動のうちには、DOEからの環境関連の委託調査や環境規制への提言なども行ってい
る。しかし、DOE側は、提言をなかなかとりいれず表面的な意見交換に終わっている面
がある。

・JICACPプロジェクトの概要を、SIRIMとの協同案件、CP導入装置のJICA負担（ただ
し、運転・管理は工場負担）、予算は1社RM300,000程度などにつき説明。

・SMIがすべて自社でCP導入を実施するのは、難しいため、ローカルコンサルタントの
支援が必要。ローカルコンサルタントは、ISOやEIAの経験はあるが汚染防止などの環境
技術は経験不足なので、人材育成のセミナーやワークショップ開催の可能性がある。そ
の際にはお互いに協力し

・本格調査では、日本のCPの成功例について、情報提供を依頼された。

コメント

・これまで排ガス，排水，廃棄物などエンドオブパイプのビジネスをしてきたが、公害
防止投資は景気低迷で冷え込み、苦闘している。ＣＰは，新たな需要を喚起するので、
生産プロセス分野の環境技術だが勉強して取り組みたい意向。しかし、能力的には未知
数の面あり。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地環境コンサルタント―２

機関名
ENSEARCH (Environmental Management and Research Association of
Malaysia)

氏名（役職等）
Dr. Mohd Nordin Hj. Hasen (Professor of Zoology, Universiti Kebangsaan
Malaysia)
Ms.　Jenny Tan Suat Eam （ Project Manager, Centre for Environmental
Technologies)
Ms. Thayanithi Kulenthran (Principal, Greenfields Environmental
Consultants)
Ms.　Marina Yong （ Managing Director, Perunding Good Earth Sdn Bhd)

住所 20A Jalan SS2/72, 47300 Petaling Jaya, Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　　603-7727-7588         ファックス　　 603-7727-7596

当方担当者 渡辺、井上、鈴木、コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Lim

日時 2000年7月12日（水）　14時～16時

場所 ENSEARCH　事務所にて

目的 現地環境コンサルタントの活動状況とJICAプロジェクトへの協力可能性打診

組織概要
・環境関連の調査研究と環境管理の分野に関心を持つ専門家で構成されるNPOで、1984
年に設立され、政府の認可も受けている。。

・環境管理、環境関連分野の調査研究や技術開発に対して、市民、官庁、企業を統合す
る立場で、主導的役割も果たせる機能を有する。

・ビジョンとして、マレイシアの環境政策に積極的に関与し、国全体のの環境保全や環
境管理レベルの向上させることを掲げている。

・同協会の機関紙「Journal of ENSEARCH」では、1998年3/６月号で、Cleanaer
Production の特集記事を掲載している。

・記事(論文）の代表的なものとして以下のものがある。

○Waste Minimaization for Smalll and Medium Industries

○Pollution Prevention Case Studies : Successful Efforts  of Three
Malaysian Companies （１）Genting Sanyen Paper Sdn. Bhd.*(2) Xie Li Dye
Sdn. Bhd.(3)Texas Instruments Malaysia

*ここでは、DANCEDの染色工場の例以外に、製紙工場での汚泥の削減例(UNEPとスウェーデンの国際協力
開発庁(Swedish International Cooperation Development Agency)　の支援）

○Cleaner Production Roundtables; Platform for Promoting Environmen
Sustainable Development

面談内容
・7/12の訪問では、JICACPプロジェクトの概要説明を行い、ENSEARCHの活動内容や
CPへの関心などにつき、質疑と意見交換を行った。

備考
・ENSEARCHは、知名度は高いが、素人も含めて環境問題に関心の高い人が自由に参加
できる環境団体である。
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・このため、環境問題に実経験、フィールドスタディの実績を持つ専門家たちを再構築
した団体として、EnvironmentalProfessionalRegistrarof Malaysia(EPRM)*で
ある。設立母体はENSEARCHであり、事務局もENSEARCH内にある。1995年の設立に
関し、協力した団体は以下のとお

Association of Consulting Engineers Malaysia (ACEM)
Associationof EnvironmentalConsultants and Contractors of Malaysia
(AECCOM)
Balai Ikhtisas Malaysia (BIM)

Bar Council（BC）

Centre for Environmental Technologies (CETEC)

Chartered Institute of Building (CIBO）

Institute of Engineers, Malaysia (IEM)

Institute of Geology, Malaysia (IGM)

Institute of Surveyors, Malaysia (ISM)

Malayan Institute of Planners (MIP)

Malaysian Bureau of Consultants (MABCON)

Malaysian Institute of Architects (PAM)

World Wild Fund for Nature (WWF)

   * なお、SIRIMは参加していない。

コメント
AECCOMを訪問した際に、代表がAECCOMが「唯一の環境関連コンサルタント団体」で
あるといっていたが、ENSEARCH、EPRMなどの活動も活発である。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地環境コンサルタント―３

機関名 Hechem Sdn. Bhd.

氏名（役職等） Mr. Albert Heng (Managing Director)

住所
P.O.Box 7476, 40716 Shah Alam, 21 Jalan Anggerik Mokara 31/57, Kota
Kemuning, Seksyen 31, 40460 Shah Alam, Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　　603-5240061  　ファックス　　 603-5240063

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）

日時 2000年7月26日（水）　11時～13時

場所 Pan Pacific Glenmarie Hotelにて

目的 現地環境コンサルタントの活動状況とJICAプロジェクトへの協力可能性打診

概要
・同氏は、他にHings Enterprise(Chemical Manufacturer)の社長も兼ね、
ENSEARCHの主要メンバーであるとともに、SMIAM（マレイシア中小企業協会の環境部
会長である。

・主要なビジネスは、各種排水処理、環境監査、分析業務などであり、米独のサプライ
ヤの代理店にもなっている。工程内での水再利用用のセラミックフィルターも販売して
いる。

面談内容
・7月13から16日に開催された第1回のSMI 1-Stop Solution Exhibition (Mines
Resort City)は、成功であった。

(同氏のコメン
ト）

・130社が展示ブースに参加した。内訳は、コンサルタントが４８、金融・不動産が、
２８、IT産業関連４８社だった。

・SIRIMは、環境コンサルタント（QCやISO14000)として、出展していたが、それほ
ど人気はなかったようである。

・金融関係は、ビジネスコンサルタントとして、位置付けてもよい。

・IT産業関連のブースが最も活気に満ち、意欲的であった。出展内容で訴求していた
サービスは、中小企業のホームページ作成、インターネット接続、パソコン導入などで
あり、ほとんどがコンサルタント志向と言ってもよい。

・企業は、政府関連や外資系が多く、コンサルタントは大企業から仕事を取るのが難し
い。しかし、コンサルタントは、知識層が多く活気がある。

・SIRIMも環境コンサルタント業務を行っているが、半官半民であり、政府が相当に資
金援助している。価格競争では、中小コンサルタントはSIRIMにかなわない。いずれす
みわけが必要になる。

・米国（US-AEP)は、US-AEPをはじめとして、マレイシアの中小企業育成には強い関
心を持っている。

備考
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地環境コンサルタント―４

機関名 Perunding Good Earth Sdn Bhd

氏名（役職等） Ms.　Marina Yong  （Managing Director)

住所 20-B Persiaran Zaaba, Taman Tun Dr. Ismail 6000 Kuala Lumpur

電話・ファックス 電話　　603-77272534      ファックス　  603-77295487

当方担当者 コンサルタント（玉山）

日時 2000年7月26日（水）　10時～11時

場所 同社事務所にて

目的 現地環境コンサルタントの活動状況とJICAプロジェクトへの協力可能性打診

活動概要
・さまざまな環境関連サービスを提供。研修、ISO14001（10社近くの実績）、EIA、
環境モニタリング、環境監査、廃棄物・エネルギー管理など。

・ENSEARCHおよびEPRM のメンバーである。

面談内容
・マレーシアのコンサルタント業は未だ未熟であるが、実力向上の努力はしている。国
内外の大企業と提携しているコンサルタントが強力である。

（同女史のコメ
ント）

・民間の環境分析や廃棄物の輸送・処理処分などの業務は、政府出資のKualiti Alam
Sdn.Bhd. が、ほぼ独占している。1998年から15年間の独占権を政府から与えられてい
る。廃棄物処理価格が高いため、結果として、廃棄物排出量を少なくする努力より不法
投棄量が多くなっている

・日系スーパーのJUSCOと地場のGiant Super Marketが店舗から出る廃棄物を、4種
類に分類（プラスチック、ガラス、紙類、金属類）し処理している。

・家庭系廃棄物は半島マレイシアでは、3社（北部Northern Waste Management,中央
部Alan Flora,南部Southern Waste Management）が独占権を獲得している。しか
し、処理業務はほとんどされていないので市内には家庭ごみが氾濫している状況であ
る。

・得意分野は,Pollution Prevention, Cleaner Production, Contaminated Sit
Assessmentなどである。コンサルの仕事を何件かこなしてきた。今後、JICAの仕事を
やってみたい。

・当社とSIRIMとは良好な関係にあると認識している。

備考 ・JICAプロジェクトのコンサルタントとして、起用を検討する価値があろう。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地環境コンサルタント―５

機関名 Greenfields Environmental Consultants

氏名（役職等） Ms. Thayanithi Kulenthran (Principal)

住所 21 Jalan 12/15 46200 Petaling Jaya Selangor

電話・ファックス 電話　　603-7569964   ファックス　　 603-7546487

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms.Aishah (ICN)

日時 2000年7月14日（金）　11時～12時

場所 同氏自宅事務所にて。

目的 現地環境コンサルタントの活動状況とJICAプロジェクトへの協力可能性打診

事業概要 ・ ENSEARCHの活動メンバーであるが、個人で環境コンサルタントを99年から開業。

・大学で工場廃水の生物処理の問題に取り組んで以来、工場や廃棄物埋立処分場の監査
（AUDIT）　を行ってきている。

・マレイシアの環境質法には、AUDITの制度があり、国・地方自治体や企業が点検する
以外に個人や第三者がAUDITすることが可能となっている。ただし､最近では、政府が企
業にOKを出せば､AUDITは必要ないようである。

・中小企業の工場に、CPを導入するにあったては、CP部分はJICAが負担し、他の改善
すべきプロセスは企業の自己負担で行うようにする方法が取れないか。

・JICAプロジェクトのCP推進には、協力したい。

・Journal of ENSEARCH (1998.3/5)のCleaner Production特集号に、"Pollutio
Prevention and Cleaner Production in Malaysian Organisations"の論文を発

コメント
・同氏自身の哲学と崇高な理想にもとづいて、環境問題に取り組んできているようであ
る。ENSEARCHの女性会員には、知的レベルも高く、技術的な難しさもものともせず、
真正面から環境問題に取り組んでいる人が多く感じられた。同氏もその一人である。
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） 環境規制の現状調査―１

機関名 マレイシア政府環境局のNegeri Sembilan　州支所

氏名（役職等） Ms. Azuri Azizah Saedon ( Environmental Control Officer )

支所長（Mr. 氏名不詳）

住所
Ting kat 2-2, 3-2 Wisma Arab-Malaysia, Jalan Tuanku Munawir, 70000
Seremban, Negeri Sembilan Darul Khusus

電話・ファックス 電話  06-7649017

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）

日時 2000年7月27日（木）　10時～12時

場所 同事務所にて

目的 環境汚染の現状と環境基準適合状況

面談内容
・7/13に、同州のメッキメーカー向けに、CPのセミナーを実施し、コンサルタント
（玉山）が参加した。

・DOE本部の機能が管理、環境関連の計画・情報開発、EIAや環境モニタリングなどに対
して、DOE州事務所はINSPECTION（立入り検査）等で規制適合状況をチェックする役
割。１７名のメンバーのうち、８名がINSPECTIONを担当。INSPECTIONでは、工場排
水､排ガスのサンプリング（分

・同州地域は飲料水取水地点よりも上流地域（catchmentarea）なので、水質環境基
準はAランクが多い。過去１年間で数件の基準違反があり、改善を要請。また、違反工
場を告訴するケースもあった。

・州事務所自体は予算が少なく、少人数で多方面の業務をこなさねばならないので、CP
問題までなかなか手がまわらないのが実情とのこと。、

・州内は農業主体の地域で、工場は相対的に少ない方。養豚場や養鶏場の汚染が問題で
ある。

・河川の有機汚染が進んでいるが、これは下水道普及率が低く（１０％以下か？）、家
庭排水の垂れ流しの影響と思われる。最近、下水処理事業は民間に移管され、IWK社が
担当しているが、既存施設の改善や新設はなかなかはかどらない。

備考 ・局長(氏名不詳）は、以前にJICAの研修生で日本に滞在したことがある。
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） 環境規制の現状調査―２

機関名
マレイシア政府環境局のSelangor支所( Sealangor Environmental Department,
Ministry of Science, Technology and Environment)

氏名（役職等） Mr. Jalaluddin Ismail (Director)

Mr.Wan Abdul Latiff Wan Jaffar (Environmental Control Officer)
Mr. Hazizah Husin  ( Assistant Environmental Control Officer)

住所
17th Floor, Wisma MPSA, Persiaran Perbandaran, 40000 Shah Alam,
Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　603-5594787    ファックス　　603-5594788

当方担当者 調査団-渡辺、井上、鈴木､　Mr. Lu（SIRIM)

日時 2000年7月7日（金）9時半～11時

場所 マレイシア政府環境局のSelangor州支所

目的 環境汚染の現状と環境基準適合状況

面談内容
・環境規制の適合状況と監視活動-DOE州事務所のスタッフは、47人。うち、
INSPECTION等の担当は、17～１8人で、地域や工場数をカバーするには十分とはいえ
ない。

・JICAのCPプロジェクトについて、４業種に絞る理由と生ゴム製造業は含めない理由
の質問があったので、環境規制への適合状況や日本のコンサルタントの経験等を考慮し
て、4業種に絞った旨を説明した。

・食品産業による汚染は大きな問題になっているので、強力な対策の必要あり。また。
繊維工場からは、バクテリアの排出や現在排出基準がない染色排水などの色の問題があ
る。

・金属加工・メッキ工場については、これまでに汚染改善のため多くの調査が実施され
てきたが改善はみられていない。デモンストレーションを実施しても、時間が経つと元
に戻ってしまうので、工場側で一連の調査、プロジェクトに対して、疑問視している様
子がある。

備考
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） カウンターパート

機関名 SIRIM Berhad, Environmental and Energy Technology Centre

氏名（役職等） Ms. Lim Paik Kooi

Mr. Lu Sim Hoay

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）

日時 2000年7月28日（金）　15時15分～18時半

場所 SIRIM環境エネルギー棟1階会議室にて

目的
現地訪問調査の報告と候補企業、DANCEDCP導入工場コンサルタント、サプライヤの評
価

面談内容

・現地調査の最終日（７月２８日）、我々コンサルタント2名は、現地調査の報告と
DANCED資料入手について要望を行った。簡単な答礼訪問程度のつもりだったが、これ
に対して、SIRIM側から、個々の訪問調査についての評価を要求された。結果的に3時間
以上に及ぶ質疑・討論の場と

・もちろん敵対するような雰囲気ではなく、お互いが結構本音を言い合えるような親し
みのある関係になってきたからである。

・要因は、我々が積極的に現地の環境コンサルタントを訪問し、JICAプロジェクトへの
対応能力や協力可能性を調査したことや繰り返しDANCEDに関する内部資料の提出を求
めたことのように思われた。

・SIRIM側は、本格調査でどのようなコンサルタント（日本および現地）をJICAが選ぶ
かに強い関心を持っている。

・以前にSIRIMは，ある環境コンサルタントを起用したが、その結果に満足していない
ようである。

・ SIRIMが一般の環境コンサルタントに排他的な態度をとっているとみられる反面、
Lim女史はJICAプロジェクトに繊維関係のコンサルタントを推薦したい意向が感じられ
た。

・繊維工場の紹介で訪問したジョホール州Batu Pahatの染色産工場の状況について報告
したが、SIRIM側ではこれまでも主要な経営者にも面識があるものの、CPや廃水処理に
関連するテーマについて、話題にしたことがないように感じられた。

・JICAのプロジェクトについては、2000年8月末日までに1業種5工場、合計20工場の
推薦は可能であるといっていた。ただし、候補工場を新しく選ぶのか、DANCEDプロ
ジェクトで導入対象に検討した工場から選ぶのかは不明である。

・DANCED案件では、SMI工場側のニーズや関心を喚起するために20回にも及ぶセミ
ナーやワークショップを開催した。JICAプロジェクトの推進にも、同様なことがかなり
要求されるだろう。

コメント

・本来ならば、CP関連のセミナーを開催し、希望する企業の中から一次専攻で20社選
び、さらにトレーニングして本格工場を選ぶのが望ましいだろう。

・本格調査でコンサルタントを起用する場合、SIRIMの理解を得る努力が必要である。

・今後は、JICAプロジェクトを契機に、JICAとSIRIMが協力してマレイシアの環境コ
ンサルタント業を育成する方向が望ましい。
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） 現地関連機関のCP取組み状況―１

機関名 NPC (National Productivity Corporation )

氏名（役職等） Mr. Mohd Zaki Hamzah (Director Human, Resources Development )

Mr. Dzulkifli Sipon ( Senior Consultant, Human Resource Development )

住所 P. O. Box 64, Jalan Sultan, 46904 Petaling Jaya, Selangor Darul Ehsan

電話・ファックス 電話　　03-7557266   　　ファックス　　03-7578068

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）、Ms. Aishah (ICN)

日時 2000年7月14日（水）　10時～13時

場所 同事務所にて

目的 CP関連の活動状況とJICAプロジェクトへの協力可能性打診

機関の概要
・1962年にNational Productivity Centreとして、設立されたが、その後1966年の
国家生産性会議( National Productivity Council (Incorporation) Act)により、
商産業省（MITI）所管の国立機関となっている。

・マレイシアの健全な経済成長を図るため、各種の研究、教育・研修やこれらのシステ
ム開発や推進プログラムを通じて、生産性や製品・サービス品質向上を図り、マレイシ
アの健全な経済成長に寄与することが主要な役割である。日本の生産性本部等と同様な
機能を有するものと考

・生産性やTQC活動でのNPCの分担は、指導機関であり、プログラムの企画､連絡､場所
の提供で、実際の研修･訓練は、各地域のQC関係のコンサルタントが担当する形になっ
ている。

・訓練・指導テーマは、ISO9000、QCサークル、TQM、プロセス制御、環境管理、人
材開発、研究手法開発、生産性評価、標準化などがある。

・CP関連の活動としては、APO( Asian Productivity Organization,　本部は東京赤
坂）の支部として、"Green Productinity"をキーワードに、生産性向上・品質向上と環
境改善のテーマに取り組んでいる。問題を担当している。

コメント
・JICAのCP案件を説明し、CPプロジェクトでの協同作業の可能性を議論したところ、
資金面での負担はできないが、CP関連のセミナー､研修等の支援ならば、協力の可能性
があるとのことである。

備考 ブローシャー入手。



－ 105 －

CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） 現地関連機関のCP取組み状況―２

機関名 SMIAM (SMI Association Of Malaysia)

氏名（役職等） Mr. Looi Teong Chye (president)

Mr. Edmund H. N. Quck (executive administrator)
Mr. Lee Teck Meng (vice president)
Mr. Yee Poh Tak (general manager)
Mr. James Look (principal consultant)

住所 Suite 17.01, Wisma MCA, No. 163, Jalan Ampang, Peti Surat 9, 50450 Kua
Lumpur （本部）

電話・ファックス 電話　603-2627140   ファックス　　 603-2645739

当方担当者 コンサルタント（玉山、奥澤）

日時 2000年7月16日（日）　13時半～14時

場所 SMI展示会場にて

目的 現地関連機関の活動状況とCPへの関心把握

組織概要
・中小企業の最大規模の団体。SMI 協会に属している企業は正式には800社程度。た
だし、インターネットやEメールでの参加を加えると、2000社以上になる。

・主要な業種は、金融、情報通信、輸入商社、コンサルタント（品質管理、ビジネスシ
ステム、研修・教育等）分野が主で、環境関連はまだ少ない。

面談内容
・中小企業振興展示会（SMI　ONE―STOP　SOLUTION　2000）に参加した際に、
SMIAMの幹部と食事時に簡単な会談の機会を持つことができた。JICAプロジェクトの
説明と協会との協力の可能性を論議した。

・SMIAMでも、SMI企業の環境問題には、グローバル市場での競争力向上の観点から関
心をもち、今回はCP関連のセミナーを、環境マネジメント、TQC問題のテーマとともに
展示会で開催した。

・JICAについては、名前程度しか知らなかったが、CPプロジェクトはよい計画であ
る。本格調査団の訪問には協力する様子であった。

・主要な業種は、金融、情報通信、輸入商社、コンサルタント（品質管理、ビジネスシ
ステム、研修・教育等）分野が主で、環境関連はまだ少ない。

･SMIの展示会のセミナーで、Heng氏(ENSEARCHメンバー、SMIAMの環境部会長）よ
り、SMIにおけるCP導入の役割とセラミックフィルターによる工業プロセスでの水再利
用についての講演を聴講した。

コメント
・JICAについては、名前程度しか知らなかったが、CPプロジェクトはよい計画であ
る。本格調査団の訪問には協力する様子であった。
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） 現地関連機関のCP取組み状況―３

機関名 Federation of Malaysian Manufacturers ( FMM ) Selangor Branch

氏名（役職等） Dato'Dr. James Alfred (chairman)

Mr. Tang Teng Ek ( Manager,PJK)
Mr. Chek Wan Samsudin ( Group Quality Manager, Asociated Pan Malaysia
Cement Sdn Bhd )

Mr. Jani Bin Wahab ( Assistant Genaral Manager, General Engineering
Section, Matsushita Electronics Cooperation (M) Sdn BHd

Mr.HJ. Wan Ridzan B Abd. Rahman  (Executive Advisor, Matsshita Electro
Cooperation ( M ) Sdn Bhd)

住所
本部住所：Wisma FMM, No.3, Persiaran Dagang, PJU 9, Bandar Sri Damansa
52200 Kuala Lumpur

電話・ファックス  本部　電話　603-6361211    ファックス　　 603-6341266

当方担当者 渡辺、井上、鈴木、コンサルタント（玉山、奥澤）、  Ms. Lim（SIRIM)

日時 2000年7月12日（水）　10時～11時

場所 FMM Selangor　支所会議室

目的 活動状況とCP関連分野への活動と関心把握

内容 ・本部と７ヶ所の支所があるが、訪問したのは、FMMのSelangor州支所。

・マレイシア産業界の最大の組織。1968年に設立以来、To Make Malaysian
Industries Globally Competitive　をキーワードに、マレイシア経済と製造業の発
を支えてきている。現在、会員企業は、2000社以上に達している。

・FMM全体の組織としては、日本の経団連レベルにあたる（ただし、会員企業は製造業
のみ）。関西経済連合会との交流あり。

・活動分野は、4半期ごとの製造業の業績調査、関税・輸出入対策、生産性向上、IT産
業の振興、エネルギー、輸送問題-など多岐にわたっている。

・また、展示会開催や会員向けに研修、情報・出版サービスなどを提供。

食品、アルミ、電機・電子など１８の個別業界団体の運営サポートを行っている。

・支所では、7つの実行委員会( Working Committee )が設置されているが、SMI部門
Chairman: Mr. Andy Seo, KONE Elevator(M) Sdn Bhd )も設置されている。

・会員企業リストは、「FMM Directory 2000」に掲載されている。

・会員向けに、研修、情報・出版サービスなどを提供。

・1998/99年の経済危機については、経済的に苦しかったが各企業が生き残るため、成
長期の安易な経営姿勢を捨て、スリム化、コストダウンなどを余儀なくされたが、か
えってよかった面もあるとのコメントがあった。

・環境分野の活動としては、Ntional Environment Quality Councilに、提言や論議
に参加している。

・廃棄物処理では、会員企業を代弁して業界にさまざまな便宜を図っている。たとえ
ば、廃棄物処理では、Kualiti Alam社と交渉し、生ゴム汚泥の処理処分を焼却処理(処
理コストトン当りRM2,790)から埋立て処分（RM495)に変更させ、処理コストを低減さ
せている。また、小規模排出
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・中小企業発展支援のため、SMIs Priority Action Planを設定して、資金対策、工業
団地誘致などを支援をしている。支所では、7つの実行委員会( Working Committee )
が設置されているが、SMI部門( Chairman: Mr. Andy Seo, KONE Elevator(M) Sdn
Bhd )も設置されている。

コメント
・JICAプロジェクトについては、CPのセミナーやワークショップの共催について原則
的に了承を得た。

備考 ・FMM Directory(2000)　参照。
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） 海外ドナーの活動状況―１

機関名 US-AEP（United States-Asia Environmental Partnership)

氏名（役職等） Ms.　Vivian How　（Director, Technology Cooperation Kuala Lumpur )

Mr. Stephen P. Knode (Commercial Consultant, Technology Cooperation Ku
Lumpur)

住所 American Embassy US-AEP, 376 Jalan Tun Razak 50400 Kuala Lumpur

電話・ファックス 電話　603-2485050       ファックス　 603-248-4035

当方担当者 コンサルタント（奥澤）、Ms. Aishah (ICN)

日時 2000年7月26日（水）　10時～11時

場所 在マレイシア米国大使館内事務所

目的 海外ドナーのマレイシアにおけるCP関連分野の活動状況把握

機関の概要

・ＵＳ-ＡＥＰは、ＵＳＡＩＤ，ＥＰＡ，商務省等のファンドで,アジア11カ国（韓国、
香港、フィリピン、タイ、ヴィエトナム､マレイシア、シンガポール、インドネシア、イ
ンド、スリランカ）で活動。活動形態は、具体的なプロジェクトを通してでなく、各国
の政府、企業、ＮＧＯ

･活動分野は、１）CleanerTechnology and EnvironmentalManagement 2)Urban
problem 3)Poicy Study 4)Technology Transfer　である。

・CleanerTechnologyand EnvironmentalManagement分野は、インド､インドネ
シア、タイ、ワシントンDCの事務所が担当し、3つの主要テーマがある。(1)企業の環境
管理(Cooperate EnvironmentalManagement)-ISO14001取得等により、企業の
EMS促進を支援。（２）企業の環境活動

・同機関のマレイシアでのCT(CP)関連の活動は、これまでのところ活発とはいえない。

・マレーシアでは、米国大使館内にオフィスを持ち、NGOでは、ＥＮＳＥＡＲＣＨやＦ
ＭＭのメンバーとセミナーやワークショップの開催等で支援している。

面談内容 ･1999年7月に、第1回目のround table discussion の機会を持った。

・ＦＭＭ会員企業を対象にＣＰ関係のセミナーを有料で開催した。100社以上が参加。
参加者は、6割が大企業(日系が多かった)で、4割が中小企業。

・ＤＡＮＣＥＤ プロジェクトやＪＩＣＡについては知っているが、ＪＩＣＡのマレー
シアでのプロジェクトの情報を入手したいとの依頼を受けた。

･ＪＩＣＡ本格チームの訪問は歓迎する。情報交換したい。

備考
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） CP関連のセミナー―２

機関名 SIRIMのメッキ分野のCTセミナー

氏名（役職等） Mr. Lu（SIRIM)

Mr. Azhar Abd. Raof　（SIRIM)

Dr.Ler Leong Tat　（SIRIM)

Mr. M. S. Sulaiman (DOE,Environmental Cntrol Officer)

当方担当者 コンサルタント（奥澤）

日時 2000年7月25日（火）　９時から16時

場所 Bluewave Hotel　（Shah Alam)にて

目的 SIRIMのCT活動の把握

内容
・7/25（火）にSIRIM主催で開催されたワークショップ*にコンサルタント（奥澤）が参加
した。
*Workshop on Cleanertechnology as Cost Saving & PollutionPreventionStrategiesfor the Electroplatin
Industry

・ＳＩＲＩＭでは、業種ごとにこのようなワークショップを年に数回開催している。

・参加者-ＫＬ周辺のメッキ企業30社以上の経営者、技術者が参加。一部、ジョホール、マ
ラッカの企業も参加。SIRIM担当者の話では、SIRIMの全額負担で行っているが、参加企業の
確保に苦労しているということだった。

参加企業は以下のものなど。

Metek Kitamura (M) Sdn. BHd.

Surface-Tech (M) Sdn. Bhd.

Kayaba (Malaysia ) Sdn. Bhd.

Shinko Electronics (Malaysia ) Sdn. Bhd.

Columbia Chrome Malaysia 

Synturn (M) Sdn. Bhd.

Prym Newey Malaysia Sdn. Bhd.

・CP候補工場として、訪問したのLandchart 社の　Ester社長も参加していた。

・主要なテーマ

（１）ＤＯＥからのＣＰの展望　Mr. M. S. Sulaiman (Environmental Cntrol Officer)

（２）SIRIMメンバーによる講演-CTapproaches to pollutionprevention,CToptions
for Electroplatingindustry, Wastewater treatment options for EP industry,
Health and Environmental Impacts of Chemical Substances Used i n the EP
Industry, CT audit, Systematic

・SIRIM側講演者はMr. Lu氏（CTの説明と監査など）, Mr. AzharAbd. Raof氏(排水処理、
健康安全性評価） Dr.Ler Leong Tat氏（環境マネジメント）の3名。

・メッキ業界では、ISO14000認証取得企業は数社あり、さらに10社近くが検討中のようで
ある。

備考
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） SIRIMの環境マネジメントシステム、ISO14000関係の活動

機関名 SIRIM　Environmental & Energy Centre

氏名（役職等） Dr.Ler Leong Tat　（SIRIM)

電話・ファックス 電話　603-55192601　　ファックス　603-55108095

当方担当者 コンサルタント（奥澤）

日時 2000年7月25日（火）　９時から16時

場所 Bluewave Hotel (Shah Alam)　にて

目的 SIRIMのISO14000およびEMS関連の活動について

面談内容等
・マレーシアでは、環境関連のコンサルティングビジネスでは、環境マネジメント、
ISO14000シリーズの認証取得のための研修・教育業務が最近急増しているようであ
る。

・SMIの展示会でも、QC,生産性、IT関連のコンサルティングとともに、環境マネジメ
ントやISO14000関係のブースが多かった。

・国の標準化認証機関として出発した経緯から、SIRIMもISO14000や環境マネジメン
トの研修や教育が事業の大きな柱である。

・ISO9000取得-大企業、とくに日系電機・電子メーカーを中心に約1500社（SIRIM
）。

・ISO14001関係-日系電機・電子メーカーなど数十社。Dr. Ler (EMS　担当）によれ
ば、数社のSMIメッキ工場でも取得済み。
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CP振興計画予備調査訪問調査ワークシート

対象(種類） DANCEDの河川修復プロジェクトの事例調査

機関名 Department of Irrigation and Drainage, State of Malacca

氏名（役職等） Mr. Ir. Zainol Abidin Che'Lah (Engineer)

当方担当者 コンサルタント（玉山）

日時 7月25日（火）　15時～16時

場所 マラッカ州事務所にて

目的 DANCEDのマラッカ川汚染修復プロジェクトの現場確認

調査概要

・DANCEDがMallacaRiverRehabilitationProjectを強力に進行させていることを
CST Engineering 社訪問調査で知った。7月22日に同河川の状態を見るためにマ
ラッカ川を上流域より河口まで探索したが、下流域の汚染状態が極めて悪かった。上記
プロジェクトの概要と進捗状況を

・ Malaysian-Danish Country Programme(1999-2001) の 中 に Urban
Environmentのテーマがある。数あるプログラムの中に三種の主要項目が存在する。す
なわち、都市部河川の復活、CP特に中小企業対象のCP技術の普及,廃棄物処理問題、特
に処理システムと行政管理体制の確立がある。

・マラッカ川は、特に有機汚染がひどいのでプロジェクト形態を組んでいる。基本調査
は、1998年5月に完了し、14項目の改善提案がなされている。たとえば、河口の浚渫,
流域工場廃水の管理、浮遊物の収集と焼却処理など。しかし、実行はされていない。マ
レーシア全体の河川用予

備考
・河川及び海浜浄化について市民参加の方法を提案すること,日本のNPO活動の資料を送
る予定にしている。
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CP振興計画予備調査ワークシート

対象(種類） 環境規制の現状調査

機関名 JBICクアラルンプール駐在員事務所

氏名（役職等） 大貝　隆之（首席駐在員）

鈴木　浩（駐在員）

住所
22nd Floor, UBN Tower, Letter Box No.59, Jalan P. Ramlee, 50250,Kuala
Lumpur

電話・ファックス 電話　603-2323255, 322201   　ファックス　603-2322115

当方担当者 渡辺、井上、鈴木、ンサルタント（玉山、奥澤）

日時 2000年7月10日（月）　10時から11時

場所 同事務所にて

目的 JICACPプロジェクトの説明と情報交換

内容 ・JBICではマレーシアでこれまで累計8000億円以上の円借款を実施してきた。

・中小企業対象の2ステップローンは過去７件実施し、現在、経済危機支援の一環とし
て、Fund for Smal and Medium Scale Industries を実施中。SMIの審査に時間を
する点や開始まもないことなどから、総額162億円のうち、80億円基金から支出したが
銀行が融資承認したのは30億

・マレーシアでもフィリピンやタイで実施している環境２ステップローンの可能性があ
るが、現在、SMIの環境対策に対する支援ツールはない。

・JBICの研究所ではタイとマレーシアのSMIの調査を実施中。秋ごろには公表される予
定。

コメント

備考
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